
 

千
住
大
橋
は
文
禄
三
年
（
１
５
９
４
）
生
ま
れ
で
す
。

昭
和
二
年
に
鉄
橋
化
さ
れ
ま
し
た
。
昔
の
千
住
大
橋
は
も
っ

と
上
流
に
あ
り
、
架
け
替
え
工
事
が
８
回
も
あ
り
ま
し
た
。

洪
水
で
度
々
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
橋
の
上
で
南
と
北

で
綱
曳
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
松
尾
芭
蕉
や
15
代
将
軍
徳

川
慶
喜
が
旅
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、
川
に
橋
が
架
け
ら
れ
る
と
い
う
行
為
は
ど

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
か
？

私
は
境
界
の
垣
根
が
取
り
払
わ
れ
て
交
流

が
始
ま
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
国
が
平
和

で
な
い
と
橋
は
架
け
ら
れ
な
い
の
で
す
。
徳

川
家
康
が
千
住
大
橋
や
そ
の
他
の
橋
を
架
け

た
の
は
国
（
社
会
）
が
平
和
に
な
っ
た
為
だ

と
思
い
ま
す
。
家
康
は
特
に
仙
台
の
伊
達
藩

を
大
変
恐
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
恐
れ
が

無
く
な
っ
た
の
で
橋
を
架
け
た
の
で
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
伊
達
政
宗
の
調
達
し
た
槇
が
使
用
さ
れ
た
と

云
わ
れ
て
い
る
橋
杭
は
、
調
査
に
よ
る
と
実
際
は
ヒ
ノ
キ

・
マ
キ
・
ク
ス
ノ
キ
等
様
々
で
す
。

鉄
橋
に
な
る
時
に
撤
去
さ
れ
た
橋
杭
で
、
色
々
な
彫
刻

品
が
作
ら
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
も
焼
け
ず
に
、
北
千

住
の
旧
家
に
多
く
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
ま
い
る
た
う
ん
52
号
（
２
０
０
７
年
11
月
発
行
）
の

原
稿
を
再
掲
載
致
し
ま
し
た
。
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吉
田
喜
一
教
授
の

も
の
つ
く
り
工
学
便
り

産
技
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

百
合
子
の
小
品
『
道
灌
山
』
の
一
節
を
紹
介
す

る
。
百
合
子
の
子
ど
も
時
代
の
回
想
で
す
。

「
道
灌
山
へ
い
っ
て
い
い
？
と
母
に
き
い
て
、
さ
て

お
き
ま
り
の
一
隊
が
出
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た

時
分
、
わ
た
し
は
、
き
っ
と
母
か
ら
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
太
田
道
灌
の
話
を
き
い
た
。

・
・
・
・
太
田
道
灌
が
、
あ
っ
ち
か
ら
こ
っ
ち
へ
と
武

蔵
野
を
み
ま
わ
し
て
、
こ
こ
は
都
に
す
る
に
い
い

と
こ
ろ
だ
と
云
っ
た
山
が
、
道
灌
山
だ
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
が
、
わ
た
し
た
ち
が
行
く
道
灌
山
で
、

見
晴
ら
し
の
き
く
の
は
田
端
側
の
崖
上
だ
け
だ
っ

た
。
そ
の
崖
か
ら
は
三
河
島
一
帯
が
低
く
遠
く

ま
で
霞
ん
で
見
わ
た
せ
た
」

こ
の
小
品
は
１
９
４
８
年
初
め
で
、
私
が
日
暮

里
で
４
生
ま
れ
た
頃
で
す
。
現
在
は
高
層
ビ
ル
、

タ
ワ
ー

マ
ン
シ
ョ
ン
で
ほ
と
ん
ど
景

色

が
見

え
な

く
な
っ
た
。 宮

本
百
合
子
と
『
道
灌
山
』

こ
ん
に
ち
は
、
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。
今
回
は
前
号
の
続
き
で
す
。

東
横
線
の
都
立
大
学
駅
と
小
田
急
線
の
成
城
学
園
前
駅
を
結
ぶ
、
東
急
バ
ス

「
都
立
01
系
統
」
に
初
め
て
乗
車
し
ま
し
た
。
世
田
谷
区
内
を
く
ね
く
ね
と
た

ど
る
こ
の
路
線
の
面
白
い
点
は
、
大
通
り
だ
け
で
な
く
、
中
型
ロ
ン
グ
サ
イ
ズ

の
バ
ス
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
、
狭
い
道
を
走
る
区
間
が
あ
る
こ
と
で
す
。
車

内
か
ら
前
を
見
て
い
て
、
「
え
？
こ
ん
な
狭
い
角
を
バ
ス
が
曲
が
っ
て
行
く
ん

だ
！
」
と
驚
き
ま
し
た
。
今
回
は
た
ま
た
ま
、
対
向
の
バ
ス
と
す
れ
違
う
こ
と

が
で
き
ず
、
乗
客
を
乗
せ
た
ま
ま
安
全
な
所
ま
で
バ
ッ
ク
す
る
場
面
に
も
遭
遇

し
ま
し
た
。
ま
た
、
変
化
に
富
ん
だ
車
窓
も
魅
力
で
す
。
駅
前
の
商
店
街
（
桜

新
町
の
「
サ
ザ
エ
さ
ん
通
り
」
も
通
る
）
、
高
級
住
宅
街
、
大
学
や
高
校
、
高

速
道
路
（
東
名
の
「
東
京
イ
ン
タ
ー
」
脇
を
走
っ
た
り
、
陸
橋
で
上
を
越
え
た

り
す
る
）
、
広
い
公
園
、
そ
し
て
畑
…
と
、
飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
深

沢
付
近
で
は
見
事
な
桜
並
木
の
下
を
バ
ス
が
走
り
、
探
訪
当
日
は
満
開
の
花
が

風
で
散
り
ゆ
く
桜
吹
雪
の
状
態
で
し
た
。
と
て
も
美
し
い
風
景
に
、
私
は
思
わ

ず
降
車
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
バ
ス
を
途
中
下
車
し
た
ほ
ど
で
す
。

な
お
、
残
念
な
が
ら
こ
の
「
都
立
01
系
統
」
は
、
東
急
バ
ス
の
路
線
再
編
に

伴
い
、
今
年
３
月
末
で
廃
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
だ
、
路
線
の
多
く

の
区
間
は
、
別
の
系
統
と
の
重
複
や
、
区
間
延
長
な
ど
に
よ
っ
て
存
続
し
て
い

ま
す
の
で
、
直
通
は
し
ま
せ
ん
が
引
き
続
き
乗
車
は
可
能
で
す
。
東
急
バ
ス
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
路
線
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
乗
車
の
際
は
、
バ
ス
一
日

乗
車
券
（
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
専
用
、
大
人
５
２
０
円
）
が
便
利
で
す
。
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サ
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０

★
休
業
日
の
ご
案
内
★

…
毎
週
火
曜
定
休
で
す
。

★
営
業
時
間
の
ご
案
内
★

平
日
（
月
～
金
）
…
午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分

※
ご
注
意
…
５
月
26
日
と
６
月
16
日
（
水
）
に
限
り
、
午
後
４
時
で
終
業
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

土
休
日
…
…
…
…
…
午
前
10
時
～
午
後
５
時

メ
ガ
ネ
の

祐
一
郎
君
の

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活

アドバイザー

佐藤祐一郎

橋
と
平
和

世
田
谷
の
「
細
道
」
を
巡
る

東
急
バ
ス
の
小
さ
な
旅

５
月
～
６
月

当
店
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
、
当
コ
ラ
ム
を
カ
ラ
ー
写
真
付
き
で
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
下
さ
い
ま
せ
。
な
お
、
毎
日
の
営
業
情
報
は
、

「
南
千
住

メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
」
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
発
信
し
て
お
り
ま
す
。


